
水曜会誌投稿規定 (昭和 62 年 4 月 23 日 改訂) 

1 ．投稿要領 

(1) 投稿原稿の著者（連名の場合は 1 名以上 ）は水曜会会員でなければならない．ただ 

し，水曜会誌編集委員会(以下編集委員会という）で認めた場合はこの限りではない． 

(2) 投稿原稿は論文，報告，総説，講座，資料，会員消息などとし，分類指定がない場合 

には編集委員会が判定する． 

(3) 投稿原稿の分類はつぎの基準にしたがうものとする． 

a. 論文 他の刊行物の未発表のもので，独創性をもつ著者の基礎研究または応用研究 

の成果，技術の開発改良などを内容とするもの． 

b. 報告 現場の操業報告などに類するもので，学術的に価値があると認められるもの． 

c. 総説 特定の問題について普遍的に広い視野から解説し，その推移を知るうえに役 

立つもの． 

d. 講座 特定の問題について掘り下げて解説し，会員の啓蒙，再教育に役立つもの． 

e. 資料 学問的あるいは技術的に価値のある内容を含み，会員の参考資料として役立 

つもの． 

(4) 論文，報告には英文表題のほかに 100 字前後の英文概要を添付されたい． 

(5) 原稿の長さは必要な図・表を含めて次表に示すとおりとし，これを超える場合は必要 

経費を負担されたい．但し依頼原稿についてはその限りではない．なお，会誌 1 頁は 

図表のないときには 2 , 400 字（25 字× 48 行×2 列）であり，表題および英文概要 

は刷上り 1 / 4 頁-1 / 2 頁を要することを考慮されたい． 

分類 制限ページ数 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

論文 会誌刷上り６ページ以内 

報告 会誌刷上り６ページ以内 

総説 会誌刷上り１０ページ以内 

講座 会誌刷上り１０ページ以内 

資料 会誌刷上り４ページ以内 

各種記事 会誌刷上り４ページ以内 

(6) 投稿に際しては本会規定の原稿用紙を使用し，原稿整理カードを添付されたい． 

(7) 原稿の送付先はつぎのとおりとする． 

〒 606－8501 京都市左京区吉田本町 

京都大学大学院工学研究科資源工学・材料工学専攻, エネルギー科学研究科内 

水曜会誌編集委員会宛



(8) 原稿は水曜会誌編集委員会が受理した日をもって受理日とする． 

(9) 投稿原稿に対し，編集委員会は査読を行って掲載の可否を決定する．また，査読結 

果に基づき集委員会は投稿原稿に対して問合わせ，または内容の修正を求めること 

がある． 

(10) 編集委員会は，用語ならびに体裁統一のため編集係によって文意を変えない程度 

に投稿原稿の字句の修正をすることがある． 

(11) 初校は著者にて行ない，第 2 校以降は編集委員が行う．初校における原文訂正の 

必要のないようとくに留意されたい． 

(12) 別刷については実費を負担されたい．著者は著者校正と同時に別刷必要部数を申 

し出るものする． 

2 ．原稿の書き方 

(1) 章・節などの区分はポイント・システムによる．すなわち，章に相当する 1・緒言などは 

中央に２行分をとり，節に相当する 1・1 実験方法などは左端に書き，つぎの行より本 

文を書くようにする．また，項や目に相当する（1）試料などは左端に書き，2 字分あけ 

て本文をつづける． 

(2) 図面は鮮明なものであること．刷上り図面の大きさは横幅でもって指定するものとする 

が，横は 1 段（65mm 以内）または 2 段通し（140rn 以内）のいずれかとなることを考 

慮されたい．原図は刷上り図面の少なくとも 2 倍に書かれたい．この際図面の縮尺を 

考慮して作図し，とくに図の文字の大きさについては十分に注意を払われたい．また， 

原図の左下隅に著者名，論文名，図番号などを必ず明記されたい． 

(3) 単位は国際単位系（SI 単位系）によることが望ましい． 

(4) 参考のため文献を記す場合には本文の肩に 1), 2) などを付し，論文末尾に「1) 著者， 

誌名，巻数，[号数]，頁数，(年度:西暦)．」の形式で書き加えること． 

例： 

1) 大塚一雄，宮城宏：日鉱誌，87 , [ 100] 521 - 525 , ( 1971 ). 

2) M . R . TayloL R . S . Fidler and R . W Smith: Metallurgical Trans., AIME . 2 , [ 7 ] , 

1793-1798 , ( 1971 ).


